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Abstract: To date, many studies of natural materials on therapeutic effect of pigmentation disorders or skin stains by sunburn and 

freckles have been performed. In this study, antimelanogenic effects of newly prepared traditional Burmese medicines extracts 

were evaluated and it was tried to select utilizable materials. By comparison melanogenesis inhibition of 57 spices of traditional 

Burmese medicines extracts in mouse B16 melanoma, it was found that two spices of herbal medicine substantially inhibited 

melanogenesis with slight- or non-cytotoxicity. From now on, components from two spices that inhibit melanogonesis in mouse 

B16 melanoma will be identified and the mechanism of antimelanogenic effects by isolated components will be studied. 

 

１．目的 

近年，日焼けやシミ，ソバカスといった皮膚の色変化防止効果や色

素異常症の治療効果を有する天然素材に関する多くの検討が行われ

ている[1,2]．一方，表皮中のメラニンの生産および分散に起因する皮

膚色素沈着は，日照に対する主な生体防御機構でもある． 

最近になって，われわれは，ミャンマーのパセイン大学と共同研究

を開始し，ビルマ伝統医薬素材の入手が可能になった．中国起源の漢

方薬やインド起源のアーユルベーダと比べて，ビルマ伝統医薬成分や

効能の科学的な解明は進んでいない．本研究では，新規に入手したビ

ルマ伝統医薬 57種の抽出物のメラニン産生抑制作用を測定し，有用

な化合物を探索する対象となるターゲット生薬のリストアップを目

的とした． 

哺乳類のメラニン産生細胞（メラノサイト）で，メラニンは，小眼

球症関連転写因子（MITF）の発現と活性化によって調節される 3 つ

の主な色素酵素，チロシナーゼ，およびチロシナーゼ関連タンパク質

-１(TRP-１) ，TRP-２を含むメラノソーム内で合成される．また，メ

ラニン産生は様々な細胞内シグナル伝達経路によって制御されるこ

とが明らかになっている．本研究では，メラノサイトのモデルとして

B16 メラノーマ細胞を用い，α-MSH によりメラニンが産生される実

験系にビルマ伝統医薬 57種の抽出物を添加し，各抽出物のメラニン

産生抑制作用を比較した．また，細胞毒性が低く，メラニン産生抑制

作用が強い，すなわち実用化の可能性が認められた抽出物の MITF，

チロシナーゼ，TRP-１,-2 に対する作用を測定して，作用メカニズム

の解明を行う予定である． 

２．実験材料と方法 

・パセイン大学ニュン学長の好意により表１に示した 57種のビルマ

伝統医薬を入手した． 

・生薬を裁断し，粉砕後，粉砕物 100gに対して 500mlのヘキサンを

加えて，一昼夜抽出した．上澄と残渣をろ別し，上澄はロータリー

エパボレーターで乾燥して，ヘキサン抽出物とした． 
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風乾した残渣に酢酸エチルを 500mlを加えて，ヘキサン抽出物と同様の方法で，酢酸エチル抽出物を調製した．同様

の方法でメタノール抽出物を調製した． 

・B16細胞はDMEM（牛胎児血清 10％）を用いて，CO2  5％， 37 ℃で培養した． 

・細胞毒性はMTT法で細胞の生存率を測定して求めた． 

・メラニン産生抑制作用の測定のため、24穴マイクロプレートにB16細胞を播種，培養し，終濃度 100μg/mlの生薬お

よび α-MSH(100 nM)を培地に添加し 96時間培養した．培地を除去し，細胞を 10 % DMSO 2M NaOH 200 μLで溶解し

た．メラニン産生量は，マイクロプレートリーダー（405nm）で吸光度を測定して算出した． 

・メラニン産生関連タンパク質は，細胞ライセートを SDSページで分離し，タンパク質を PVDF膜にブロットした後，

免疫染色によりMITF，チロシナーゼ，TRP-1,-2そして β-actinを検出した． 

３．結果と考察 

・生薬抽出物の収量 

各生薬のヘキサン，酢酸エチル，メタノール抽出物の収量を Table 1に示した． 

・生薬抽出物の細胞毒性とメラニン産生抑制作用 

生薬抽出物の細胞毒性とメラニン産生抑制作用を Figre 1に示した．57種のビルマ伝統医薬のうち，No. 20と 23は細

胞毒性が低く，参照化合物のアルブチン（100 μg/ml のメラニン産生抑制率が 68.9%）よりもメラニン産生抑制作用

が強いことがわかった． 

以上の結果から，No. 20または 23中の含まれる物質を精製することにより，有望なメラニン産生抑制物質が得られ

る可能性が示唆された．一方，No. 20と 23は抽出物の状態で参照化合物のアルブチンよりも優れた作用が認められ

るので，未精製で実用化が可能であると判断できる． 

 

Figre 1. 57種のビルマ伝統医薬抽出物のメラニン産生抑制作用（黒棒）と細胞毒性（白棒） 
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